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要旨 ：著者 ら
D

は，新たな非破壊検査手法 として 低周波型交流電流を用 い鉄筋 自体を強制加

熱させ ，コ ン ク リ
ー ト表面 温度 か ら鉄筋の腐食評価 シ ス テ ム の構築 に着手 して い る 。本研究

は ，同様 の方法で コ ン ク リ
ー ト内部に 存在する空洞 お よびひび割れ の 検出 シ ス テム の 構 築 を

お こ な っ た。そ の検出 原理 と して は，空洞お よび ひ び割れ の 熱的特性 を利用 したもの で 欠陥

部の コ ン ク リー ト表面お よ び健全部の コ ン ク リ
ー

ト表 面 ， 両者の 温 度差か ら判定 を行う と い

う も の で あ る。

キー
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ー ド ：非破壊検査 ，通電加熱，空洞，ひび割 れ，熱的特性

1．は じめ に

　コ ン ク リー トの ひ び割れおよび内部空洞 の 大

き さ，深 さ，厚 さ の 評価に 主と して用 い られ て

い る非破壊検査 手法に は，電磁誘導法，超音波

法 ， 電磁波法，放射線法，打音法等が ある 。 従

来 ，電磁波法の 一
つ で ある 赤外線サ

ーモ グラフ

ィ 法 は ，

一
度に広 範囲の 計測が 可 能で あ る と い

う利点か ら，主 と し て 用 い ら れ て い る 一
手 法で

ある。赤外線サ
ー

モ グラ フ ィ法 には ，
一

般 に ，

自然発生的 に生 じる 欠陥部の 温度差をパ ッ シ ブ

に 計測する パ ッ シ ブ法，計 測対象 に熱 負荷 を与

え る アクテ ィ ブ熱負荷 に よ るア クテ ィ ブ法があ

る 。前者は，日照や 外気温変動 によ り計測 を行

う方法で あ り，コ ン ク リー ト構造物が置かれて

い る立 地条件，環境，気象条件等 に よる 様々 な

因 子が 計測結果 に影響を及 ぼす 等の 問題点が あ

る 。後者は ，コ ンク リ
ー

ト構造物表面を強制的

に加熱 させ る こ と に より熱流を 生 じさせ る方法

で あ り，加熱む らか ら生 じる検 出精度の 問題が

あ る。そ れ に も ま して 重要な問題 は，従来 の 各

方法で評価 可能な劣化要因 は剥離 ・空洞 ， ひ び

割れ の み で あ り，
一

度に広範囲の 計測が可 能で

ある と い う赤外線サー
モ グラ フ ィ 法の

一
つ の 利

点 を最大限 に活用 し，それ ら劣化要因 も包囲し

た 上 で他の 劣化要因を も評価 可能な 新た な方法

の 確 立が必 至 であ る。

　著者 ら
1 ）

は新たな非破壊検査診断手法 として ，

鉄筋 自体の 通電性 ，熱伝導性 を利用 し低周波型

交流電流 によ り通 電加熱 させ ，コ ン ク リ
ー

ト表

面を赤外線セ ン サ によ り測定 し，コ ン クリ
ー

ト

表面温 度 の 経時変化 よ り鉄 筋腐食の 定性 的 か つ

定量的評価 に 関する シ ス テ ム （以下，本 シ ス テ ム

と称す）の 構築 に着手 してお り，コ ン ク リ
ー ト表

面の 温 度分布，温 度履歴 ，そ れ を用 い た 熱伝導

解析手法に よ り，そ れ ら の 評価が可能で ある こ

とが確 認されて い る 。前述 したが，赤外線サー

モ グ ラ フ ィ 法は，一度に広範囲の 劣化 計測が可

能で ある と い う利点があ り，本シス テ ム を鉄筋

腐食に留 ま らず，コ ン クリー ト内部の 剥離 ・空

洞や ひ び割れ 等の 劣化に対 し て も評価対象を拡

張す る こ とがで きれ ば，現在 の 非破壊劣化手法

の 大幅な進展 に つ なが る わけで ある 。

　本研究は，鉄筋 コ ン ク リート中の 鉄筋 を通電加

熱す る こ とによ り，鉄 筋 の 腐食評価だけ で な く，

鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト内部の 剥離・空洞 や ひ び割れ に

対 し て 本 シ ス テ ムが 評価可能で あ る か どうか の
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表一1 コ ンク リ
ー トの 配合表

単 位 量 〔kg痴 ）水 セ メ ン ト比

　　 ｛％｝

最 大 骨 材 寸 法

　　 回

ス ラ ン プ

　 （。m）

細 骨 材 率

　 〔％1 水 セ メ ン ト 細骨 材 粗骨材

555 25 12 45、5 159 25了 840 103 

表
一2 各空 隙の 位置 表

一3 各ひ び割れの 幅と深さ

番号

距離 4 圃

1o2513034545066577098105
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馴 回
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；
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齟 11ili

幽 ≡

8080

団 口 団
iiil：

No

707 ＠ 50＝ 350180
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a
，

  模擬空 洞配置 図

　　　 （b） a
− a　断面 図

図一1 模擬空洞の 存在する供試体

確認 を行う と ともに，コ ン ク リ
ー

ト表面に及ぼす

それ ら劣化要因 の 影響を詳細に評価 した。さ らに，

鉄筋か ら空洞や ひ び割れ まで の 距離 をパ ラメ
ー

タ と して 本シ ス テム を適用する こ とによ り，検 知

可能 な鉄筋か らの 距離 に関 して 本シ ステ ム の 適

用範囲を明確 に した 。

2，実験概要

　本実験で 用い た供試体 は 二 種類で あ り，空洞

が 存在する コ ン ク リー トス ラ ブ供試体お よびひ

び割れが 存在す る コ ン ク リ
ー トス ラ ブ供 試体で

ある 。

2．1 実験 に用 いた コ ンク リー トス ラ ブ供試体

　（1）空洞が存在する供試体

　空洞の検 出を行 うための コ ンク リー トス ラ ブ

供試体は，図
一1 に示すように寸法 600 × 600 ×

200  であ り，か ぶ り厚さ 30mm の位置 に長さ

800  の D16 異形錨 を水平方向に 2本配置 し

番号 12345678

幅 w 側 2．o1 ．oo ．3D ．匪 1．o2 ．0’0．31 、o

深さ川 耐 303D301010103030

910ll12131415

2．00 ．31 ．02 ．0o ．3 ↑．02 ．o

3010303010 ｝010

a列

b列

c列

d列

e列

Ib

（a）模擬ひび割れ配置図

鉄 筋 A

鉄筋 B

鉄筋 C

　　　　　（b｝ b− b
’

断面 図

図
一2 模擬ひび割れ の存在する供試体

た 。実験で用 いた 模擬空 洞 は ，空気 と熱的特性

がほぼ等 しい 発泡ス チロ ー
ル で あ り，そ の 寸法

は 50× 50× 10  の 直方体で ある 。 簾 空洞 は，

図
一1｛a｝お よび表一2に示す よ うに 8箇所に設置

した 。 深 さ方 向に関 して は，図 一1〔b｝に示すよ

うに全て の 模擬空洞が コ ンク リ
ー

ト表 面か ら模

擬空洞上面 まで 10mm の 位置に固定 した 。 こ こ

で ， 表 一2 における距離乏と は ， 図
一1（b）に示す

鉄筋中心か ら空洞中心ま で の 距離の こ と で あ り，

本加 熱シ ス テ ム によ る適用範囲を判断する うえ

で 必要不 可欠なパ ラ メ
ータで ある。な お， コ ン

ク リー トの 配合 は，表 一1 に 示 す通 りである。

　（2）ひ び割れが存在する供試体

　ひ び割れ の検出を行 うた め の コ ン ク リ
ー

トス
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A 低周 波 型交流電流機

B 赤外線セ ン サ

G 供試 体

図
一3 計測 システ ム

ラ ブ供試体は，図
一2 に示す よ うに寸 法 500× 500

× 120mm で あ り，かぶ り厚 さ 30 および 46   の

位置 に長さ 700mm の D16 異型鉄筋 を格子状 に配

筋 した も の で あ る。模擬 ひ び割れ は，通 電 加 熱

を行 う鉄筋の 直上或 い は鉄筋か ら離れた箇所 に

お い て も評価可能 か 否か を検 証す る た め 図 一

2　（a）に示 す通 り 15 箇所の 位置に設置 した。本実

験 に お ける模擬 ひ び割れ の パ ラ メ
ータは 図 一

2   に示す ひび割れ 幅 w とそ の 深 さ h で あ り，

模擬ひ び割れ幅 w は O．3，1．0 お よび 2．Omm の 3

種 類，ひ び割れ 深 さ hpa　 lOお よび 3。  の 2 種

類で あ る 。 なお ，供試体に設置 した模擬 ひ び割

れ幅 と深さは，表一3に示す 通 りで あ り，模擬ひ

び割 れ長さは全て 50   とした。コ ン クリー ト

の 配合は，空洞が 存在す る供試 体 と同 じ配合と

した 。

2．2 赤外線セ ンサ に よる実験方法およ び条件

　空洞の 検出お よびひ び割れ の 検出手法 は，図

一3 に示す よ うに，図
一1 お よび図

一2 に示 した

コ ンク リ
ー トス ラブ供試体の鉄筋両端に低周 波

型交流電流を用い て
一定電流 300A で 3 分間通電

加 熱 し
， 赤外線セ ン サ を使用 し コ ン ク リ

ー
ト表

面温 度の 測定を通電直後か ら 5 秒間隔で 60 分間

測定 した e なお ，コ ン ク リ
ー トス ラ ブ供試体か

ら赤 外線セ ンサ まで の 距 離 は 200cm ，室 温は

24℃ の
一

定条件 で 実施した。

3．空洞供試体の通電加熱試験結果

3．1 コ ン ク リ
ー

ト表面の 熱画像

　鉄筋に強制的 に与えられ た熱は鉄筋か ら コ ン

ク リ
ー トに伝達 されるわけで あるが，図 一4 に示

コン ク1丿一ト衰 面

．コ ン ク
「
丿
一

ト

囮
図

一4　鉄筋か らの熱伝達性状

すよ うにその 伝達性状は，温度勾配が 卓越する

コ ン ク リ
ー

ト表面 に向 か っ て 鉄 筋か ら同心 円状

に 伝達 され る 。 したが っ て
， 鉄筋近傍の コ ン ク

リ
ー

トと鉄筋か ら離れ た コ ン ク リ
ー

トで は熱の

伝達す る時間が異な っ て くるわけで あ り，鉄筋

か ら異な る位 置に存在す る空洞 に対 して熱 の 伝

達 時 間が 異な っ て くる 。す な わ ち，任意 箇所 に

設 置された空洞を評価 するため に は ， 時刻暦 に

よ り変化す る コ ン ク リー ト表面温度性状に よ り

捉 える必 要 が あ る。そ こ で ， 本実験 の 測 定 時間

60 分 を，0〜3 分，3〜20 分，20〜30 分，30〜40

分，40〜60 分 の 5 区間 に分け ， それ ぞれ の 時間

帯 に お け る 各空 洞部 の検 出時 間 を熱画 像 に よ り

評 価 した 。

　（1）測定開始後 0〜3分

　図
一5｛a〕は測定開始か ら 3 分後す なわ ち通電

加熱終 了直後 に お ける コ ン ク リー ト表面の 熱画

像で あ る。図
一5圃 よ り，鉄 筋 直上 に位置す る

空洞部直上 の コ ン ク リ
ー ト表面温度 は低 くな っ

て お り，そ の 形状 を明瞭 に確認する こ とがで き

る 。 したが っ て ，鉄筋直上 に位置する空洞番号 1

と 2 の 検 出が可 能で ある。一方 ， 鉄 筋直 上 に位

置 しない 空洞すなわち空洞 番号 1 と 2 以 外は通

電加熱停止直後で は確認する こ とが 不可能で あ

る。こ れ は ， 加熱停止直後で は 鉄筋か ら 周 りの

コ ン ク リー トに十分熱が 伝わ っ て い な い も の と

考え られるか ら で あ る。

　（2）測定開始後 3〜20 分

　図
一5　（b）は，測 定開始か ら 10 分 経過 した 時点

の熱画 像で ある。鉄筋 に蓄え られた熱は徐 々 に

コ ン クリー トに移 動し，こ の 時間帯 におい て は

空洞番号 3 と 4 ま で 熱 が伝わ っ て い る こ とか ら ，

鉄筋側の 空洞部分 直上の コ ン ク リー ト表面温度

が，周 りの 健全部の コ ン ク リー ト表面温度に 比
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｛a｝通 電加熱終了直後　（b）測 定開始 10 分後

（c〕測定開始 25 分後　 〔d） 測定開始 35分後

自自 ・
1

甼甲早 甲

［e｝空洞供試 体全体図

図
一5 空洞を有 する コ ン ク リ

ー
ト表面 の 熱 画像

べ 低 くな っ て い る。また ，空洞 3，4 よ りも鉄筋

か ら距離 が離れ て い る空洞 5，6，7 お よび 8 に

は熱が伝わ っ て い な い こ とか ら，空洞部直上 と

健全部の コ ンク リー ト表面の温度差がな く検出

不可 能で ある。

　（3）測定開始後 20〜30分

　図一5 〔c）は測定開始か ら25 分経過 した時点で

の 熱画 像で あ る。 こ の 時間帯で は ， 鉄筋か ら の

熱が よ り広範囲に伝達するた め ， 空洞 番号 5 お

よび 6 の 直上 の コ ン ク リ
ー

ト表 面温度 がそ の周

りの 健全部 に比 べ る と低 くな っ て い る こ とがわ

か る 。
一

方， こ の 時間帯か ら，空洞が熱 を遮断

し て い た箇所すなわち，空洞部直上 コ ン クリー

ト部 に も徐々 に熱が 伝達するた め ，今 ま で 確 認

で きた空洞 部直 上 の コ ン ク リ
ー

ト表面温 度 には

その 周 りの健全部 の コ ン ク リー ト表面には温度

差がな くな り，空洞 L2 ，3 および 4 の 確認が

困 難とな る。

　（4）測定開 始後 30〜40 分

　 　 　 　 　 で 　　　　1000 　　 2000 　　 30“O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 経 過 時 間｛s）

図一6 空洞部 1、2 お よび健全部の コ ン ク リ

　　　ー ト表面 経時温度変化
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図一5 〔d）は測定 開始か ら 35 分経過 した時点で の

熱 画像で あ る。こ の 時間 帯で は，コ ンク リ
ー

ト

全体 に熱が伝わ っ て い る こ とか ら，空洞 7 およ

び 8 の 直上 の コ ン クリー ト表面温度が 低 くな っ

て い る。また ，空 洞 1，2，3 お よび 4 とそ の 周

りの 健全部の コ ン ク リ
ー ト表面温度には差異が

な くなる こ とか ら，検 出が不可能 とな っ て い る 。

　（5）測定 開始後 40〜60 分

　 コ ン ク リー ト全体 に 熱が移動する ため，外気

温 の 影響 を受 け全 て の 空洞 部直上 と健全部 の コ

ンク リー ト表面温度 に差異が な くな り，空洞部

の 確認が不可 能とな る。

　 以 上 よ り，鉄筋か ら空洞 まで の 距離が長 くな

る に つ れ，検 出時間 は異なる も の の 本加熱手法

によ れば鉄筋中心 か ら 10．5cm 離れ た空洞 に対 し

て も評価可能で ある も の と考え られ る。本手法

に よ り，空洞部直 上 に 位置す る コ ン クリ
ー

ト表

面温 度は ， 空 洞が 存在 しな い 健全部 の コ ンク リ

ー ト表面温度よ りも低 くなる性状を示すわけで

ある 。 次節で は ，上述 した空洞部直 上 に位置す

る コ ンク リ
ー

ト表 面 の 温 度性状 を熱 的特性 に基

づい て 詳細 に評価す る こ と とす る。

3．2 空洞 部直上 の コ ンク リ
ー

ト表面温 度性状

　 図一6 は，空洞番号 1およ び 2 直上 の コ ンク リ

ー ト表面 とそ の 周 り の 健全部 の コ ンク リー ト表

面にお ける温度経 時変化で ある 。図中の ● ，O

お よび△は，それ ぞれ健全 部，空 洞番号 1 お よ

び 2 直上の コ ンク リ
ー トに対応して い る。図

一6

よ り，健全部の 最高温 度は空洞部と比較す る と

高 く，また空洞部の 温度低下割合は健全部 に比

べ 緩や か で ある こ とが わか る 。 こ れ は ，比熱が
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（a）通電 加熱終了直 後　　Cb）測定開始か ら

　　　　　 15 分後の b 列

（c）ひ び割れ供試体全体 図

図
一7 ひび割れ を有す る コ ン ク リ

ー
ト表面 の 熱画像

大き く熱伝導率が 小 さ い とい う空洞 の 熱的特性

すなわち空洞 部は温 ま り難 く冷め難 い と い う こ

とに よる もの で あり，前節で示 した熱画 像に お

い て 全て の 空洞部直上 の コ ン ク リー ト表面温度

がそ の 周 りの 健全部の コ ン クリ
ー

ト表面温度 と

比較 して低 い結果 とな っ て い た こ とと
一致す る。

また ，空洞番号 1 と 2 の 最高温度を比較する と，

空洞 1の 方が 空洞 2 よ り高 い 結果 とな っ て い る。

こ れ は，鉄筋か ら空洞 ま で の 距離 に起 因する も

の と考え られ ，空洞 1 が 鉄筋中心 の 直上 に 位置

す る こ とに対 し，空洞 2 は鉄筋の 直上か らわず

か なが ら離れて お り，鉄筋 と空洞間 に存在する

コ ン クリ
ー

トの ボリュ
ー

ム に応 じて 熱が 奪わ れ

るため で ある。

4．ひび割れ供試体の 通電加熱試験結果

　図
一2〔a）に示す各ひ び割れ パ ラ メ

ー
タ を明確

にするため に，ひ び割れ 番号 1〜3 を a 列 ， 4〜6

を b 列，7〜9 を c 列，10 〜 12 を d 列，13〜 15 を

e 列と称する こ と とし
，
a

，
c

，
e 列は，か ぶ り厚 さ

30  に酉己筋した鉄筋軸上 ，b，　 d 列は かぶ り厚

さ 30   に 配筋した鉄筋 と 鉄 筋 の 間 で あ る 。ま

た ，各列 に はパ ラメ
ー

タ の
一

つ で あ るひ びわ れ

幅 w の 異なる ひび割れが存在 し，そ の 深さ h お

よ び向き は全て 同じで ある 。

一
方，列 によ る差

異は，ひ び割れ の深 さ h ，向きお よ び位置で あ

る 。こ こ で ，ひ び割れの 向き とは，かぶ り厚

　　 ！3

毳
盟…

坐

よ 22

ミ
入

冂 215
　 　 0　　　 100　　 200　　 300　　 4eo　　 500

　 　 　 　 　 供 試体 位置（皿 1）

　 図一8b 列 の コ ン ク リー ト

　　　　 表面温度分布図

さ 30mm に配筋 した鉄筋軸方向に 対 して 直行或

い は平行 の 向き で あ り ， ひ び割れ の 位置 とは，

か ぶ り厚 さ 30  に 配筋した鉄筋の 直上 に位置

するか ，また は鉄筋問 に位置す るか で あ る 。

　本実験で 通電加熱 を行 っ た鉄筋 は，全て か ぶ

り厚 さ 30  の 位置に酉己筋 した鉄筋で あ る 。 こ

こ で，図
一2回 に示す a 列，c 列 お よび e 列 の鉄

筋をそ れぞれ鉄筋 A，鉄筋 B および鉄筋 C と称

する こ ととする 。なお，測 定時間は空洞供試体

の 通電加熱実験 と同様 に，通電直後か ら 5 秒間

隔で 60 分間で ある。

4．1 向き およ び位置に 対 する ひ び 割れ の 温度性

　 　状

　鉄筋 A と鉄筋 B を通電加熱する こ とで ，ひ び

割れ の 向き の 差異 に よ る 温度性状 の 評価を a 列

お よ び c 列 の 比較 か ら行 っ た 。

　（1）鉄筋の 直上 に位 置 し 向きの 異な るひ び割

　　 れ の 温度性状

　 図
一7 （a｝は通電加熱終 了直後 にお ける コ ン ク

リー ト表面の 熱画像で ある 。 同図よ り，鉄筋直

上 で ある a 列お よび c 列の 全て の ひび割れが ，周

り の 健 全部 の コ ン ク リ
ー

ト表 面温 度 と比較す る

と高 くな っ て い る こ とが確認 で きる 。 また，c 列

にお い て は，ひ び割れ の 長 さすなわ ち 50  の

長 さが 明瞭 に確認で き る。すな わ ち ，ひ び割れ

が鉄 筋直上 に位置す る場 合，鉄 筋軸方向 に対 し

て 平 行 に位置 す る ひ び割 れ は直交 に 位置す る ひ

び割れ に比べ 鉄筋 と重な る領域が大 き く，そ の

領域よ り放熱 しやすい ためで ある。

　（2）鉄筋間に位置するひび 割れ の 温 度性状

　 b 列 の温 度性状か ら鉄筋問 に位置す るひ び割

れ が，本加熱手法に お い て評価可能で あるかを
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一9 ひ び割れ幅 2，0mm

　　　　　の 経時温 度変化
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図
一10 ひび割れ幅 1．Omm

　　　　 の 経時温 度変化

　 292
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霍
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’
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　 　 0

　 　 　 　 　 　 経 過 時間〔s）

　　 図
一11 ひび割れ幅 0．3mm

　　　　　　 の 経時温度変化

検証 した 。 図一7 〔b｝は 、測定開始 15 分後 の b 列

の熱画像で あ る。こ こで ，熱画像か らひ び割れ

を確認す る こ とは可能で は ある も の の ，必ず し

も明瞭 で はな い
。 したが っ て ， 同 時刻 にお け る

ひび 割れ中心 部の コ ン ク リ
ー ト表面温度分布図

を図 一8 に示 す 。同図よ り，全て の ひ び割れ部に

お い て ，そ の 温 度は周 りの 健全部の コ ン ク リー

ト表面温度 に比 べ て 高くな っ て い る こ とが 確認

で きる。した が っ て ，本強制加熱手 法に よ っ て

鉄筋 間に存在する ひ び割れ の 検 出 は評価可 能で

ある こ とが確認 され た。

4．2　深さに対する温度性状の検証

　鉄 筋 A と鉄筋 C を通電 加熱す る こ と で ひび割

れ深さに よ る温 度性状の 評価 を行 っ た 。

　 a 列の ひ び割れ深さは 30mm で あ る こ とに対 し，

e 列 の ひび割れ深 さは 10mm で あ り，そ れぞれ の

ひ び 割れ 内部の 温 度経時変化 を比 較す る こ と で ，

ひ び割れ 深さ の影響を評価 した。図
一9〜11 は，

a 列および e 列 におい てひ び割 れ幅がそ れぞれ

2．0，1．0 お よ び 0．3mm の ひび割れ幅内部の 温度

経 時変化 で あ る。まず，各 図に お い て ，コ ン ク

リー ト表面温度が最高 とな る時間お よび各時間

にお け る温度 に着 目する。いずれ の ひ び割れ幅

にお い て も，a 列 の ひび割れが最高温 度 とな る時

間が早 く，ま た各時間帯 における温度 も高い 。

これは ，ひ び割れ深さが深 い ほ ど，鉄筋 とひび

害1亅れ 先 端間 に存在する コ ン ク リ
ー

トボ リュ
ー

ム

が少な い ため 放熱 しやす い ため で あ る。すな わ

ち，本 シ ス テ ム は設 定 した各種幅を有する ひび

割れ の 評価が 可能で あ る。

　 以 上 よ り，本加熱 手法 にお い て ，ひ び割れ が

鉄 筋直上 に位置 しひ び割れ の 向きが鉄筋軸方向

に平行 に位置すれば ，直交に位置する ひ び割れ

よ りもひ び割れ の 形 状 を明 瞭に 確 認 で き る。ま

た ， 本加熱手法 に お い て ，鉄筋直上 に位置す る

ひ び割れ に限 らず鉄筋問の ひ び割れ の 評価 も可

能で ある こ とがわか っ た。

5．まとめ

　本研究は，著者 らが着手 して い る 鉄筋の 腐食

性状を 評価す る新 た な非破壊検査手法 と同 方法

で ，コ ン ク リ
ー ト中の 空洞および ひ び割れの 検

出シ ス テ ム の 構築に着手 した。

　以 下に本研 究か ら得 られた結果 をまとめる 。

（1）本手法に お い て ，鉄筋通電加熱後の 空洞部直

　 上 の コ ン ク リ
ー

ト表 面温 度 は周 りの 健全部

　　の コ ン ク リ
ー

ト表面 温度 に く らべ 低 く な る

　　こ とが わか っ た。ま た，本手 法 に よれ ば鉄 筋

　　の 中心 か らの 距離が 105cm 離れた空洞 に 対

　　して も評価可能で ある 。

（2）本手法 にお いて，鉄筋通 電加熱後のひび割れ

　　内部温 度は，周 りの健全部の コ ンク リ
ー ト表

　　面温度 に比べ 高くな る こ とがわ か っ た 。ま た，

　　本 手法か ら鉄筋直上 に位置 する ひ び割れ に

　　限 らず鉄筋 間 の ひび割れ に対 して も評価 可

　　能で ある 。
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